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第
４
回

定
例

議
会

は

１
２
月
６

日
（
木
）
開
会
し
ま
す

請
願
・陳

情
は
、
１
１
月
２
９
日
（
木
）

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

第
３
回
定
例
議
会
（
９
月
議
会
）

最
終
日
、
お
お
み
や
平
和
の
会
か
ら
提

出
さ
れ
た
「
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働

に
反
対
し
、
廃
炉
を
求
め
る
意
見
書
提

出
を
求
め
る
陳
情
書
」
の
審
査
結
果
が

「
一
部
採
択
」
（
採
択
す
べ
き
も
の
：

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
、
不

採
択
に
す
べ
き
も
の
：
廃
炉
を
求
め
る
）

と
報
告
さ
れ
、
全
議
員
で
採
決
し
た
結

果
、
賛
成
多
数
で
「
一
部
採
択
」
と
な

り
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、

金
子
議
員
が
陳
情
書
全
部
に
賛
成
す
る

討
論
を
お
こ
な
い
「
一
部
採
択
」
に
反

対
し
ま
し
た
。

陳
情
書
採
決
の
結
果
を
受
け
「
東
海

第
二
原
子
力
発
電
所
の
住
民
同
意
の
な

い
再
稼
働
に
反
対
す
る
こ
と
を
求
め
る

県
議
選
で
、
東
海
第
二
原
発
の
再
稼

働
・
運
転
延
長
を
許
す
か
ど
う
か
が
重

大
な
争
点
と
な
っ
て
い
ま
す
県
議
会
で

唯
一
、
原
発
の
危
険
性
を
追
及
し
、
県

民
の
声
を
届
け
る
日
本
共
産
党
が
前
進

す
れ
ば
、
再
稼
働
ス
ト
ッ
プ
の
大
き
な

力
と
な
る
と
と
も
に
、
再
稼
働
路
線
を
進

め
る
安
倍
政
権
へ
の
痛
打
と
な
り
ま
す
。

日
本
原
子
力
発
電
の
東
海
第
二
原
発

は
、
１
１
月
２
８
日
に
運
転
開
始
か
ら

４
０
年
を
迎
え
る
老
朽
原
発
で
す
。
原

子
炉
等
規
制
法
で
原
発
の
運
転
期
間
は

最
長
４
０
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

規
制
委
は
１
１
月
７
日
、
同
原
発
に
つ

い
て
、
同
法
で
１
回
に
限
っ
て
認
め
ら

れ
て
い
る
２
０
年
の
運
転
延
長
を
認
可

し
ま
し
た
。

同
原
発
は
、
東
日
本
大
震
災
で
外
部

電
源
が
喪
失
し
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
が
水
没
す
る
な
ど
被
災
し
た
原
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発
。
さ
ら
に
、
重
大
事
故
を
起
こ
し
た

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
と
同
じ
沸
騰

水
型
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
原
発
と
し
て

も
運
転
延
長
の
認
可
は
初
め
て
で
す
。

原
電
は
防
潮
堤
建
設
や
ケ
ー
ブ
ル
の

防
火
対
策
等
の
対
策
工
事
を
２
０
２
１

年
に
完
成
さ
せ
再
稼
働
す
る
予
定
で
す

が
、
老
朽
化
し
、
被
災
し
た
同
原
発
の

再
稼
働
に
は
強
い
批
判
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。

し
か
も
、
同
原
発
の
３
０
キ
ロ
圏
内

に
は
、
約
９
６
万
人
が
住
み
、
人
口
密

集
度
は
全
国
一
。
３
０
キ
ロ
圏
内
で
必

要
と
さ
れ
る
避
難
計
画
を
実
効
性
あ
る

形
で
作
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

県
は
、
過
酷
事
故
時
に
県
バ
ス
協
会

に
約
３
０
０
０
台
の
バ
ス
と
運
転
士
の

提
供
を
要
請
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
同
協
会
は
１
１
月
６
日
、
懇
談
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し
た
共
産
党
県
議
団
に
「
３
０
０
０
台

も
の
提
供
は
不
可
能
」
「
放
射
能
が
出

た
場
合
は
対
応
で
き
な
い
」
と
回
答
し
、

県
に
も
伝
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
避
難
計
画
の
前
提
が
崩
れ

て
い
ま
す
。

東
海
第
二
原
発
の
運
転
延
長
・
再
稼

働
に
、
県
民
の
大
多
数
が
き
っ
ぱ
り
反

対
し
て
い
ま
す
。
昨
年
８
月
の
県
知
事

選
の
時
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
お
こ
な
っ
た
調
査

で
は
、
再
稼
働
反
対
が
７
６
％
に
。
ど

の
調
査
で
も
、
県
民
の
７
割
が
反
対
の

意
思
を
示
し
て
い
ま
す
。

「
運
転
延
長
の
認
可
」
は
、
再
稼
働

が
認
め
ら
れ
た
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、

再
稼
働
に
は
、
地
元
の
同
意
を
得
る
必

要
が
あ
る
な
ど
の
ハ
ー
ド
ル
が
ま
だ
ま

だ
あ
り
ま
す
。

運
動
と
世
論
を
強
め
て
、
東
海
第
二

原
発
の
再
稼
働
を
許
さ
ず
、
廃
炉
に
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

第
二
原
発
に
反
対
の
回
答
は
７
６
％
に

達
し
ま
し
た
（
賛
成
は
８
％
、
わ
か
ら

な
い
が
１
５
％
）
。
「
再
稼
働
ス
ト
ッ

プ
」
の
市
民
世
論
を
さ
ら
に
広
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

意
見
書
」
が
議
員
提
案
さ
れ
、
全
議
員

の
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
金
子
・
高

村
両
議
員
も
意
見
書
に
賛
成
し
ま
し
た
。

最
終
日
は
２
６
人
が
傍
聴
（
傍
聴
定

数
３
０
人
）
し
、
陳
情
と
意
見
書
の
採

決
を
見
守
り
ま
し
た
。
こ
の
意
見
書
は
、

常
陸
大
宮
市
議
会
の
総
意
と
し
て
県
知

事
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
東
海
第
二
原

発
関
連
の
請
願
・
陳
情
は
７
回
提
出
さ

れ
ま
し
た
が
（
は
じ
め
の
３
回
は
不
採

択
、
そ
の
後
の
３
回
は
趣
旨
採
択
）
、

意
見
書
を
提
出
し
た
の
は
今
回
が
初
め

て
で
す
。

共
産
党
常
陸
大
宮
市
委
員
会
が
４
月

に
お
こ
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
東
海

避
難

計
画

は
不

可
能

県
知
事

に
「
再
稼

働
反

対
」

の
意

見
書

を
提

出
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憲ＮＯ！」の「３０００万署名」

にとりくみ、世論と運動、市

民と野党の力で改憲をストッ

プさせます。

消費税１０％増税ノー
一番の景気対策は増税中止。

社会保障の財源は、空前の利

益を手にしている大企業と富

裕層に応分の負担を求めて確

保します。

原発ゼロ
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９
月
４
日
に
開
会
さ
れ
た
第
３
回
定
例

議
会
は
最
終
日
の
９
月
２
１
日
、
各
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
決
算
認
定
と
小
中
学

校
エ
ア
コ
ン
整
備
工
事
実
施
設
計
委
託
料

４
０
６
３
万
円
等
の
補
正
予
算
の
審
査
結

果
、
条
例
改
正
案
と
請
願
・陳
情
の
審
査
結

果
が
本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
採
決
し
閉
会
し

ま
し
た
。

請
願
で
は
、
「
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
金
堅
持
の
た
め
の
政
府

予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願
」

は
本
会
議
で
採
択
さ
れ
、
意
見
書
を
可
決
し

提
出
し
ま
し
た
。
「
市
道
１
０
３
０
９
号
線
、

１
０
３
１
０
号
線
、
及
び
１
０
３
１
１
号

線
の
道
路
改
良
に
関
す
る
請
願
書
」
と
「
市

道
３
０
９
６
４
号
線
早
期
全
面
完
了
を
め

ざ
す
請
願
書
」
も
本
会
議
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。決
算
認
定
で
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は

平
成
２
９
年
度
の
一
般
会
計
決
算
、
ま
た
、

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
（
事
業
勘
定
）
、
保
険
料
を
大
幅
に
引

き
上
げ
た
介
護
保
険
特
別
会
計
、
戸
別
浄

化
槽
整
備
特
別
会
計
、
高
齢
者
の
利
用
料

を
大
幅
値
上
げ
し
た
温
泉
事
業
特
別
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
高
す
ぎ
る

水
道
料
金
の
上
水
道
事
業
会
計
に
反
対
し

ま
し
た
。

金
子
・高
村
両
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し

て
反
対
討
論
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

地
域

創
生

部
長

答
弁

支
所
は
、
地
域

振
興
を
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
位
置

づ
け
た
も
の
で
す
。
支
所
長
の
権
限
で

す
が
課
長
級
を
配
置
し
ま
し
た
。
予
算

は
、
本
庁
に
集
約
し
た
こ
と
か
ら
規
模

が
減
少
し
て
い
ま
す
。

高
村

議
員

い
わ
ゆ
る
「
平
成
の
大
合

併
」
は
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
た
が
、

周
辺
地
域
で
は
「
こ
れ
は
吸
収
合
併
だ
」

と
い
う
声
は
依
然
と
し
て
根
強
い
。
結

果
と
し
て
合
併
は
周
辺
地
域
に
「
負
の

教
育

長
答

弁
１
２
月
議
会
で
工
事
費

を
計
上
し
、
２
月
中
に
は
工
事
契
約
し

た
い
。
春
休
み
に
集
中
工
事
を
お
こ
な

い
、
７
月
ま
で
に
稼
働
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
村

議
員

工
事
に
当
た
っ
て
は
地
元

業
者
に
発
注
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

教
育
長
答
弁
現
在
協
議
し
て
い
る
が
、

地
元
業
者
へ
の
発
注
も
含
め
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

高
村

議
員

地
域
に
最
も
密
着
し
、
そ

の
最
前
線
で
あ
る
支
所
が
縮
減
さ
れ
て

い
る
。
職
員
数
は
合
併
時
の
４
分
の
１
。

支
所
長
に
も
っ
と
権
限
を
持
た
せ
、
一

定
の
予
算
を
確
保
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

梁
が
通
行
不
能
に
な
っ
た
と
き
の
対
応

は
道
路
情
報
等
の
提
供
だ
け
で
す
。

東
京
新
聞
の
聞
き
取
り
で
、
市
の
課

題
と
し
て
「
複
合
災
害
は
地
震
や
風
水

害
の
計
画
を
準
用
す
る
」
と
答
え
て
い

ま
す
が
、
複
合
対
策
へ
の
対
応
を
こ
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

市
民

生
活

部
長

答
弁

複
合
災
害
に
つ

い
て
は
、
本
市
の
災
害
対
策
計
画
、
風

水
害
、
土
砂
災
害
対
策
計
画
な
ど
を
含

め
て
対
応
す
る
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

金
子

議
員

県
の
求
め
に
従
い
、
実
効

性
の
な
い
避
難
計
画
を
策
定
済
み
と
し

た
の
で
は
、
市
民
の
く
ら
し
は
守
れ
ま

せ
ん
。
当
市
の
策
定
済
み
を
取
り
消
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

市
民

生
活

部
長

答
弁

現
時
点
で
策
定

し
得
る
実
効
性
の
あ
る
計
画
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

金
子

議
員

県
が
子
ど
も
の
入
院
費
助

市
議

会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
で

一
般

質
問

の
録

画
が
見

ら
れ

ま
す

高村功議員

９月１９日に質問

成
を
高
校
生
ま
で
拡
充
し
た
こ
と
に
よ

り
、
今
年
１
０
月
か
ら
県
内
３
０
の
市

町
村
が
入
院
・
外
来
と
も
高
校
生
ま
で

拡
充
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
市
も

対
象
年
齢
を
高
校
生
ま
で
拡
充
す
る
考

え
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
に
か

か
る
経
費
は
２
３
０
０
万
円
と
議
会
で

答
弁
し
て
い
ま
す
。

保
健

福
祉

部
長

答
弁

慎
重
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他

の
一

般
質

問
項

目

高
村

議
員

■
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て
（
イ
ノ
シ
シ
被

害
の
現
状
、
被
害
防
止
対
策
の
進
捗
）

■
旧
山
方
町
諸
沢
の
現
状
に
つ
い
て
（
人
口

減
少
と
高
齢
化
の
現
状
、
三
太
の
湯
の
位

置
づ
け
と
経
済
効
果
、
県
道
改
善
）

金
子

議
員

■
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
（
子
ど
も
の
遊

び
場
の
維
持
管
理
、
児
童
館
の
整
備
）

■
常
陸
大
宮
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
（
整
備

事
業
の
総
事
業
費
、
改
築
駅
舎
の
構
造
等
、

駅
東
ゾ
ー
ン
の
意
向
調
査
結
果
）

■
酔
富
銘
醸
跡
地
に
つ
い
て
（
跡
地
活
用
計
画
）

＊
金
子
・
高
村
議
員
の
一
般
質
問
と
答
弁
概
要
を

ま
と
め
た
冊
子
必
要
な
方
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
議

会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
で

一
般

質
問

の
録

画
が
見

ら
れ

ま
す

金子卓議員

９月１９日に質問

日
本

共
産

党
・
高

村
功

議
員
は
小
中

学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
至
る
具
体

的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
と
、
地
元
業

者
へ
の
工
事
発
注
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

日
本

共
産

党
・
金

子
卓

議
員
は
東
海

第
二
原
発
に
つ
い
て
の
質
問
の
中
で
、

原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
の
実
効
性

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

金
子

議
員

市
は
今
年
２
月
に
広
域
避

難
計
画
を
策
定
済
み
と
し
て
い
ま
す
が
、

複
合
災
害
へ
の
対
応
は
、
避
難
先
が
被

災
し
た
場
合
の
第
二
の
避
難
先
の
確
保

と
あ
る
だ
け
で
、
当
然
あ
り
う
る
大
規

模
地
震
等
に
よ
り
被
災
し
、
道
路
や
橋

遺
産
」
を
残
し
た
の
で
は
な
い
か
。
周

辺
地
域
を
こ
れ
以
上
、
切
り
捨
て
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
合
併
１
５
周
年
を
迎
え

る
今

こ
そ

、
市

民
の
目

線

か
ら

検
証

し
て

い
く

べ
き

と
考

え
ま
す

。

１２月１２日（水）
午後２～４時

文化センター２階会議室

水戸翔合同法律事務所

谷萩陽一弁護士

事前に ご予約
ください

＜申込み＞

090-1994-7696

（金子）

090-2498-4664

（高村）

＊当日両議員が受付します

主催／日本共産党

常陸大宮市委員会


